
今
に
残
る

「
授
産
場
趾
」
碑

西
区
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

琴
似
栄
町
通
に
面
し
、
春
や
秋

の
お
祭
り
、
初
詣
な
ど
、
地
元

の
人
々
で
に
ぎ
わ
う
「
琴
似
神

社
」。
こ
の
神
社
の
境
内
に
は

「
琴
似
屯
田
授
産
場
趾
」
と
刻

ま
れ
た
石
碑
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

琴
似
一
条
七
丁
目
に
あ
る
こ

の
神
社
が
、
現
在
の
場
所
に
移

っ
た
の
は
大
正
四
年
。
そ
れ
以

前
の
琴
似
屯
田
兵
が
入
地
し
た

明
治
八
年
に
は
、
兵
村
部
有
財

産
地
と
し
て
開
拓
使
に
よ
っ
て

管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
屯
田
兵
た
ち
の
訓
練
の
場

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
練
兵
場
が
山
の
手
に

移
っ
た
後
の
明
治
九
年
、
当
時
、

開
拓
使
が
奨
励
し
た
養
蚕
の
た

め
の
桑
畑
と
養
蚕
室
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

屯
田
兵
の

第
一
の
産
業

「
養
蚕
」。
こ
の
産
業
は
、

日
々
、
木
を
切
り
倒
し
、
畑
を

耕
し
て
開
拓
に
明
け
暮
れ
る
屯

田
兵
に
と
っ
て
「
第
一
の
産

業
」
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。

も
と
も
と
、
屯
田
兵
制
度
の

導
入
に
は
、
明
治
維
新
以
後
、

社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
た
困

※
１

窮
士
族
の
授
産
事
業
と
し
て
の

側
面
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
初
め
て
の
屯
田
兵
で
あ
っ

た
琴
似
屯
田
兵
村
で
は
、
開
拓

の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の

導
入
が
試
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中

で
「
養
蚕
」
は
、
開
拓
使
に
よ

っ
て
奨
励
さ
れ
ま
す
。

琴
似
町
史
の
作
物
史
に
以
下

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。「
札
幌
地

方
の
養
蚕
の
始
ま
り
は
、
明
治

か
わ

べ

み
つ
の
り

三
年
開
拓
使
河
辺
盈
徳
と
い
う

人
が
、
仙
台
か
ら
蚕
種
若
干
を

求
め
て
来
て
、
野
桑
で
養
っ
て

み
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
に
好

ま
ゆ

成
績
で
一
石
八
斗
の
繭
を
得
た

の
で
、
開
拓
使
で
は
急
に
産
業

奨
励
に
乗
り
気
に
な
り
、
翌
四

年
二
月
に
札
幌
郡
各
村
役
人

※
２

ゆ

た
つ

に
諭
達
を
発
し
た
」
。
こ
う
し

て
「
養
蚕
」
は
琴
似
や
山
鼻
な

ど
の
屯
田
兵
村
で
取
り
入
れ
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
明
治

九
年
、
琴
似
屯
田
兵
村
に
、
養

蚕
室
が
建
ち
、
さ
ら
に
後
年
に

は
、
屯
田
兵
の
中
に
は
割
り
当

て
ら
れ
た
百
五
十
坪
の
兵
屋
に

自
前
の
養
蚕
室
を
持
つ
者
ま
で

現
れ
ま
し
た
。

資
料
か
ら
ひ
も
と
く

こ
の
当
時
の
「
養
蚕
」
に
関

す
る
記
述
は
、
琴
似
兵
村
誌
や

琴
似
屯
田
百
年
史
、
琴
似
町
史

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
で
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
琴
似
屯
田
兵
村
に

存
在
し
た
養
蚕
室
を
今
に
伝
え

る
写
真
は
今
現
在
発
見
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
養
蚕
室
が
ど

の
よ
う
な
建
物
だ
っ
た
の
か
。

当
時
、
同
時
期
に
建
て
ら
れ
た

「
石
狩
郡
篠
津
村
蚕
室
」
と
明

治
八
年
に
北
一
条
西
八
丁
目
付

近
に
設
置
さ
れ
た
「
札
幌
養
蚕

室
」
の
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す

（
北
海
道
大
学
付
属
図
書
館
所

蔵
）。
こ
れ
ら
の
写
真
か
ら
当

時
の
養
蚕
室
は
、
二
階
建
て
で

室
内
の
温
度
の
調
整
と
換
気
の

た
め
に
屋
根
に
は
外
界
の
空
気

を
取
り
入
れ
る
空
気
口
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
建
物

の
内
部
に
つ
い
て
は
、
現
在
北

海
道
開
拓
の
村
に
あ
る
「
旧
田

村
家
北
誠
館
蚕
種
製
造
所
」
か

ら
蚕
室
の
ほ
か
、
貯
桑
庫
が
あ

っ
た
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
開
拓
の
村
に
は
、

※１ 失業者又は困窮者に、仕事を与え、
生計を助けること。

※２ 官府から触れさとすこと。

▲石狩郡篠津村蚕室（北海道大学付属
図書館蔵）

▼札幌養蚕室（北海道大学付属図書館蔵）

▼建設当時の琴似屯田兵村（北海道大学付属図書館蔵）

▲琴似神社
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